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目的①の対象は 2009年 9月から 2011年 3月までに手術を行った 1.0 Dから 2.5 Dまでの角膜乱視を
有する白内障患者で、AcrySof IQ toric を挿入した 68例 82眼（トーリック群）である。対照として、同
様の角膜乱視を有する、2007年 7月から 2009年 7月に AcrySof IQを挿入した 52例 61眼（非トーリッ
ク群）をレトロスペクティブに調査した。手術は同一術者（S.N.）によって行われ、2.2mmの上方切開
で超音波乳化吸引術を施行した。目的②では 2009年 9月から 2010年 5月までに手術を行った 0.75 Dか
 -１
ら 2.5 Dまでの角膜乱視を有する患者で、47例 58眼である。目的③では 2010年 4月から 2011年 1月
までに手術を行った 1.0 Dから 2.5 Dまでの角膜乱視を有する白内障患者で、熟練者により手術された





① 術後の視力を 2 群間で比較すると、矯正視力は有意差がなかったが、術後平均裸眼視力はトーリッ
ク群 0.12 logMAR に対し、非トーリック群 0.24 logMAR で有意にトーリック群が良好であった。術
後自覚乱視量はトーリック群 0.51 Dに対し、非トーリック群 1.24Dでトーリック群が有意に減少し
ていた。各術前角膜乱視の種類別に比較すると、トーリック群は非トーリック群と比較して、すべ
ての乱視の種類において術後乱視が小さく、倒乱視と斜乱視では裸眼視力が有意に良かった。 





























平成 26 年 8 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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